
造船・舶用工業分野における外国人材の受入れ
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技能実習 造船特定活動 特定技能 全労働者に対する

外国人労働者等の割合

外国人労働者等の推移

（出典）技能実習及び造船特定活動は国交省調べ（造船業のみ）。特定技能は入管庁調べ（速報値）。
技能実習は各年4/1時点。造船特定活動及び特定技能は各年3/31時点。外国人に係る数値は在留数。

（人数）

特定技能(R5.12)

（※）仕上げ、機械加工、電気機器組立て

（※）令和４年度に終了（新規受け入れは令和2年度末に終了済）。

※

技能実習(R5.3)
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⚫ コロナ禍の入国制限により過去２年間の外国人労働者数は減少傾向。その後、入国制限の緩和や造船事
業者の操業度上昇に伴い、直近の特定技能外国人の受入れ数は増加傾向。

（１号特定技能外国人：８，１８２人、２号特定技能外国人：１２人（令和６年３月末時点速報値））

（※）仕上げ、機械加工、電気機器組立て
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令和５年度に実施した特定技能試験の詳細

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

１
号
試
験

溶接
1人
(1人)

3人
(2人)

2人
(2人)

1人
(1人)

3人
(1人)

3人
(3人)

2人
(1人)

2人
(2人)

17人
(13人)

塗装
1人
(1人)

8人
(8人)

2人
(1人)

2人
(2人)

1人
(1人)

3人
(3人)

5人
(5人)

22人
(21人)

鉄工
1人
(1人)

26人
(26人)

1人
(1人)

4人
(4人)

32人
(32人)

仕上げ
28人
(27人)

28人
(27人)

２
号
試
験

溶接 17人
(15人)

3人
(3人)

21人
(18人)

16人
(16人)

12人
(12人)

15人
(15人)

84人
(79人)

・ 特定技能1号の受験者は９９人、合格者は９３人であり、合格率は約９４％であった。
・ 特定技能2号の受験者は８４人、合格者は７９人であり、合格率は約９４％であった。

令和５年度特定技能試験の実施状況

2
※（）内には合格者数を記載。
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